
南 中 ブ ロ ッ ク目指す子ども像  
自分でできることは自分でやり、よく考えて行動し、節度ある生

活をする子ら考え、共に学び、自信をもって表現できる

子  
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向上無限  

～常に自分の夢に向かってチャレンジし、学び続ける～  

 
学校教育目標  

元気な子  本気で学習する子  根気強い子  心の豊かな子  

 

★一人ひとりが輝く学校（切磋琢磨、自尊感情）  

★安全で安心して生活できる楽しい学校（危機管理）  

★保護者・地域とともにある信頼される学校（連携）  

★子どもを鍛える教職員（指導方法の工夫改善）  

★自らを鍛える教職員（資質・指導力の向上）  

★組織で対応する教職員（協力・協働・チーム）  

１体力向上に向けた指導

の充実  

・運動量のある体育の授業  

・課外活動の充実  

２健康づくりのための指

導の充実  

・早寝・早起き・朝ごはん  

・「立腰」指導の充実  

・保健指導・食育の充実  

３教育相談の充実  

・ケース会議の実施  

・関係機関との連携  

４安全・防災教育の充実

と危機管理の徹底  

・体験を重視した安全教室  

・安全を意識した生活の実

践と日常的な安全点検の

徹底  

 

 
１学力向上を目指した指

導の充実  

・基礎学力の定着  

・家庭学習の充実  

・「とち介の学び」の実践  

・問題解決能力の育成  

・タブレット等の活用  

３

 

・学び合いの充実・習慣化  

・

４

・

 

・特別支援教育の充実  

・すくすくシートの活用  

 

 

【みんなで力を合わせる学校・学年・学級づくり】  

【学校・家庭・地域の連携協働】  

【子どもたちへの工夫した指導・支援】  

【安全で安心な場の保障】  

 

 

１「めあて」達成のため

の指導・支援  

・目標設定とふりかえり  

評価の工夫  

２主体的に取り組む意欲

や態度の育成  

・主体的、実践的な態度を

育成する場の設定  

・特別活動の充実  

（なかよし班活動等）  

・環境学習の充実  

３キャリア教育の充実  

・より向上しようとする意

欲と態度の育成  

・集団の中で役割を果たそ

うとする児童の育成  

・人のためや社会のために  

貢献しようとする心の醸  

成  

 

１人権を尊重した望まし

い人間関係の構築  

・いじめや差別を許さない

学級づくり  

・

２

・基本的な生活習慣の確立  

・明るいあいさつの習慣化  

・

３道徳教育の充実  

・道徳の授業の充実  

・実践力を高める指導  

４ふるさとへの愛着を育

む指導の充実  

・豊かな体験活動の充実  

・地域教材の活用  

・人との交流の推進  

 

学校スローガン 

いきいき子ども  はつらつ先生  あったか家族に  たよれる地域  夢に向かう楽しい学校がここにある  

 

本校教育の基本理念  

元気な子  本気で学習する子  根気強い子 
心の豊かな子  

学校教育目標具現化のための努力点  

地域とともにある学校づくりの推進  

１ CS の推進  ２小中一貫教育の推進  ３とちぎ未来アシストネットの活用  ４学校関係者評価 の実施と 報告  ５学校情報の積極的な発信  

学

校

経

営

の

基

本

方

針  



【本校の教育活動】  

Ⅰ 学び合い 

  本校は、「主体的、対話的で深い学び」の実現に向けて児童同士の学び合いを

大切にしてきた。学校課題の「自らよく考え、分かりやすく表現し、共に学び合う児童

の育成～ユニバーサルデザインの視点を生かして～」に関して昨年度の反省を生か

し、さらに深化を図っていく。また、市の研究指定を受けた人権教育をユニバーサル

デザインの視点と重ねたうえでの推進にも努めていく。また、すべての基盤としての基

礎学力の定着に注力することで、学力の向上を目指していく。  

 

Ⅱ 地域の教育力・外部組織との連携・協働  

 学校運営協議会を核にコミュニティスクールを推進し、アシストネット（学校支

援ボランティア）の積極的な活用を図る。地域環境の授業活用や教材化、人材

の発見・活用を推進する。また、地域社会への参画、貢献

を、教科・領域との関連を図りながら推し進め地域とともに

ある学校づくりを目指す。 

  

Ⅲ なかよし班活動  

全校児童を縦割りグループ（１年生から６年生までが所属するグループ）に分け、

「なかよし班」を編制し、集会活動などで交流する活動を行う。「なかよし班」での

共遊の時間を設けることで、異学年交流を推進し相互理解、仲間づくりを図ってい

る。これまでの継続的な取組を通し、全校児童は、非常に仲が良く、家族的な雰囲

気と結束力をもった集団が形成されている。また、清掃活動も「なかよし班」で行っ

ている。なかよし班の更なる活動の充実を図る。  

 

Ⅳ 小中一貫教育   

  南中ブロック小中一貫教育を推進する。令和６，７年度、市より「人権教育研究」

の指定を受け、南中学校区の人権教育を通した系統的な指導内容及び指導方法

の実践研究を始めていく。目指す子ども像を「自分でできることは自分でやり、よく

考えて行動し、節度ある生活をする子」との連動を踏まえ、取組を進めていくことで、

さらに小中一貫教育を推進する。  

 

Ⅴ   ＩＣＴ活用                                    

 タブレット型 PC、大型テレビなどの機器を積極的に授業で活用し、学習効果をあげる取組を実践してきた。今

年度も一人一タブレット端末の活用、プログラミング教育の実践等、ＩＣＴの積極的な活用を進めていく。また、

学年ごとの系統立てた自宅での活用も構築していく。  

 

Ⅵ ビオトープの活用    

  校内にあるビオトープを活用し、水辺の植物や生物の生態を実際に観察することで自然に親しみ、興味や関

心を高め、生活科や理科の学習に生かしていく。  

 

 

 

 

 


